
全
国
唯
一
の
医
科
大
学
附
属
高
校
！ 

9
年
間
の

高
大
接
続
教
育
で
医
学
部
進
学
率
は
9
割
以
上

大
学
開
学
当
初
か
ら

高
大
接
続
を
視
野
に

西
松　
川
崎
医
科
大
学
は
、
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
い
、
世
の
中
に
貢
献
で
き
る

「
良
医
」
を
育
て
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

年
の
開
学
と
同
時
に
附
属
高

校
を
設
置
し
、
高
校
3
年
間
と
医
学
部

6
年
間
を
合
わ
せ
た
9
年
間
の
医
学
一

貫
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
が
、

年
か
ら

行
っ
て
い
る「
ド
ク
タ
ー
ロ
ー
ド
」で
す
。

岩
佐　
「
ド
ク
タ
ー
ロ
ー
ド
」
は
、
総
合

的
な
探
究
の
時
間
を
使
っ
た
高
校
1
・

2
年
次
の
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
、
本
校
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も「
現
代

医
学
教
育
博
物
館
（

）
研
修
」「
医

師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」「
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
ク
ー
ル
・
ア
ワ
ー
」「
テ
ー
マ
ス
タ

は
、
1
年
次
の
生
徒
に
は
か
な
り
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
ょ
う
が
、（
事
前
学

習
も
含
め
て
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
上
で
役
立
っ
て
い
ま
す

し
、
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
多
く
に

「
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
」
と
い
う
言

葉
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
将
来
医

師
と
し
て
大
切
に
な
る
こ
と
が
し
っ
か

り
と
伝
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

西
松　

医
科
大
学
2
年
次
を
対
象
に
、

研
究
マ
イ
ン
ド
を
涵
養
す
る
た
め
「
医

学
研
究
の
扉
」
と
い
う
授
業
を
設
け
て

い
ま
す
。
基
礎
・
応
用
・
臨
床
の
研
究

室
に
1
カ
月
間
所
属
し
て
研
究
に
携
わ

岩
佐　
ご
協
力
い
た
だ
く
大
学
の
先
生

方
に
は
、「
点
数
を
と
る
た
め
に
勉
強

す
る
の
で
は
な
く
、
医
学
部
入
学
後
ス

ム
ー
ズ
に
学
ぶ
た
め
に
勉
強
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

レ
ポ
ー
ト
提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

大
学
で
の
学
び
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
レ
ポ
ー
ト
の
形
式
や
内
容
に
評
価

基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

沖
野　
「

研
修
」
で
は
本
物
の
臓

器
の
標
本
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
レ
ポ
ー

ト
で
は
必
ず
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
も
ら

い
ま
す
。
こ
ち
ら
が
何
も
指
導
し
て
い

な
い
の
に
先
輩
た
ち
の
見
本
を
参
考
に

良
い
レ
ポ
ー
ト
を
書
こ
う
と
し
て
い
る

の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
大
学

で
実
習
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
力
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
医
師
と
生
徒
が
一
対

一
で
行
う
「
医
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

デ
ィ
」「
医
科
大
学
体
験
実
習
」
は
、
医

科
大
学
の
協
力
を
受
け
て
実
施
し
て
お

り
、
現
役
の
医
師
や
医
科
大
学
の
先
生

方
に
接
す
る
機
会
が
豊
富
に
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
高
校
が
主
体
と
な

り
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

「
大
学
附
属
病
院
見
学
（
川
崎
医
科
大

学
附
属
病
院
、
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

高
齢
者
医
療
セ
ン
タ
ー
）」「
旭
川
荘
研

修
」「
卒
業
生
講
話
会
」「
ガ
ー
ル
ズ
ド

ク
タ
ー
ロ
ー
ド
」
が
あ
り
ま
す
。

医
学
部
で
学
ぶ
意
欲
を
高
め

医
学
生
と
し
て
の
学
び
に
貢
献

川
上　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
い

ろ
い
ろ
な
医
師
の
話
を
聞
き
な
が
ら
医

学
へ
の
興
味
を
深
め
る
と
と
も
に
、
少

し
ず
つ
医
学
や
医
療
に
つ
い
て
学
び
、

2
年
次
か
ら
は
実
習
を
通
し
て
医
学
研

究
も
体
験
す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

る
わ
け
で
す
が
、
附
属
高
校
出
身
の
学

生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
突
出
し
て
い

ま
す
。
高
校
時
代
に
研
究
イ
メ
ー
ジ
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

大
学
の
学
び
に
直
結
す
る

「
入
学
前
研
修
」も
拡
充

沖
野　

高
校
3
年
次
の
3
学
期
に
は

「
医
科
大
学
入
学
前
研
修
」
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
午
前
は
高
校
で
、
午
後
は

大
学
で
授
業
を
行
う
独
特
な
教
育
内
容

で
す
。
昨
年
か
ら
は
、
解
剖
学
教
室
の

協
力
を
得
て
「
骨
学
実
習
」
を
始
め
ま

し
た
。
本
物
の
人
骨
を
生
徒
2
人
に
1

体
分
ず
つ
い
た
だ
き
、
4
日
間
で
骨
組

織
の
名
称
を
日
本
語
、
英
語
、
ラ
テ
ン

語
で
覚
え
て
も
ら
い
、
最
終
日
に
医
学

生
と
同
じ
口
頭
試
問
も
行
い
ま
す
。
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
も
実
施
し
て
お
り
、

こ
の
2
つ
が
今
後
の
「
入
学
前
研
修
」

の
柱
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

川
上　
今
後
も
、
本
校
生
徒
に
も
、
医

科
大
学
の
学
生
や
先
生
方
に
も
プ
ラ
ス

に
な
る
よ
う
、
今
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

医学部進学を目指すなら

［協 力］  川崎医科大学附属高等学校　Tel. 086-462-3666  https://s.kawasaki-m.ac.jp/AD

ドクターロードのひとつ「川崎医科大学総合医療センター見学」

モチベーション維持に最適な「ドクターロード」

川崎医科大学附属病院 医師

本間好
この

花
か

さん

　父母ともに医師という環境もあって医師志望でした
が、中学3年までは進学先を決めかねていました。しか
し、医学部進学率の高さと、父の話などから、最後は自
分で判断して附属高校に進学することにしました。
　入学前は、全寮制ということもあり、医学部合格のた
めにガチガチに縛られた生活を送らなければならない
のかなと心配していました。もちろん、門限や自習時間
が決められているなど寮生活に必要な最低限の規則は
ありますが、少人数制ということもあり、一人ひとりの個
性を尊重してくれるため、比較的気楽に過ごすことがで
き、入学前とはかなり印象が変わりました。
　高校時代ではやはり「ドクターロード」が記憶に残っ
ています。「テーマスタディ」では、当時流行っていた「血
液型性格診断」の信憑性をテーマに、アンケートを作っ
て全校生徒に配布し、結果を分析して発表しました。
現在の症例発表や学会発表につながるような力がそこ

でついたと思っています。
　また、「医師へのインタビュー」では、スポーツ外傷を
専門とする先生にいろいろな話を伺いました。現場のリ
アルな声をたくさん聞いて、医師になるモチベーション
が一段と高まりました。
　このほかにも、「MM研修」や「医科大学体験実習」な
ど、医学や医療に触れる機会や、様々な医師の先生の
お話を聞ける機会が豊富で、附属高校に入学したから
こそ、現在のキャリアがあるのだと確信しています。

卒業生は
語る

左から、川崎医科大学附属高等学校教務部長の岩佐知善先生、教頭の川上真美先生、川崎医科大学
学長補佐（附属高校担当）の西松伸一郎先生、副学長補佐（高大連携担当）の沖野哲也先生。

日　時 11月25日土
 10：30～12：30

 12月22日金
 10：30～12：30

場　所 川崎医科大学附属高等学校
             （岡山県倉敷市）

内　容 ➊高校説明
 ➋校舎棟・寮見学
 ➌個別懇談

学校見学会

医
師
育
成
の
高
大
一
貫
教
育
に
定
評
の
あ
る
川
崎
医
科
大
学
附
属
高
等
学
校
。 

医
学
部
で
の
学
び
へ
の
橋
渡
し
を
担
う

プ
ロ
グ
ラ
ム「
ド
ク
タ
ー
ロ
ー
ド
」に
つ
い
て
、担
当
す
る
川
崎
医
科
大
学
と
附
属
高
校
の
教
員
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

父母ともに川崎医科大学の出身で、父と同じ附属高校を選択した本間好花さん。
現在、川崎医科大学附属病院で医師として活躍する本間さんに高校時代を振り返ってもらいました。

川崎医科大学附属高等学校注目の中学・高校特集

K a w a s a k i  S e n i o r  H i g h  S c h o o l  A t t a c h e d  t o  K a w a s a k i  M e d i c a l  S c h o o l

ドクタ ロ ド」

早くから医学に接している分、
附属生には大きな
アドバンテージがあります

014015 
※本記事は日経MOOK『医学部受験を考えたらまず読む本』（日経BP発行）より抜粋したものです。


